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A. 韓国･日本農村の多文化事情
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■韓国合計出生率（低位推計）
合計出産率

（低位推計
） ■韓国合計出生率

（2026.2.）
 ：韓国統計庁「2024年出生死亡統計」
〇2023(0.72名) → 2024(0.75名)
〇ソウル₍2023→2024→2025）

：0.55名→0.58名→0.63名
（全国最低）

〇0.81(2021)→ 0.78(2022)
→ 0.72(2023) → 0.75(2024)
→ 0.80(2025)

〇2023年度 第4四半期：0.65名

1. 韓国･日本の人手不足と耕作放棄
（1）韓国の合計出生率と消滅危険地域

■消滅高危険 0.2未満
■消滅危険進入0.2~0.5
■消滅注意      0.5~1.0
■正常            1.0~1.5     
■消滅低危険   1.5以上



2025年 1.14名
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年度 出生率
2016年 1.44名
2017年 1.43名
2018年 1.42名
2019年 1.36名
2020年 1.33名
2021年 1.30名
2022年 1.26名
2023年 1.20名

■日本合計特殊出生率
（2026.6.）

：厚生労働省「人口動態調査」

（2）日本の合計出生率と農地面積の減少 ■日本の農地面積の推移
：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

（荒廃農地の現状と対策, 2024.4.）

合計出産率
（低位推計

）

1961                                         2023

1. 韓国･日本の人手不足と耕作放棄

東京
2022年：1.04名
2023年：0.99名
2024年：0.96名
2025年：0.96名

（熊本：1.40名）

年度 出生率
2024年 1.15名
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（2）日本自治体4割「消滅可能性」2050年
1. 韓国･日本の人手不足と耕作放棄
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2020 2021 2022 2023 2024

人口 51,829,023 51,638,809 51,439,038 51,325,329 51,217,221

滞在外国人 2,036,075 1,956,781 2,245,912 2,507,508 2,650,783

全人口対比滞留外国人比率は新型コロナウイルスの影響で2019年4.87%から2021年3.79%まで減少したが、
2023年4.89%、2024年5.20% 、2025年5.44%に増加しました。

(単位 : 千人)■全体人口
■滞在外国人

2. 韓国と日本の外国人受入れ
（1）滞在外国人の推移

韓･日 滞在外国人数 人口対比
韓国 2,783,247名 5.44%
日本 4,125,395名 3.35%

2025

51,117,378

2,783,247



7韓･日 滞在外国人数 人口対比
韓国 2,650,783名 5.20%
日本 4,125,395名 3.35%

2. 韓国と日本の外国人受入れ
(1) 滞在外国人/労働者数の推移

在留外国人数 →

89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

外国人労働者数 →

人口に占める外国人の割合 →

2,571,087名:日本外国人労働者数 



82. 韓国と日本の外国人受入れ
（2）滞在外国人：国籍別
国籍・地域別 在留外国人の構成比 
(在留外国人総数：412万5,395人) 2025年12月
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前年56%増

前年50%増

前年23%増 前年24%増

前年20%増

(内、特定技能75%増)

定住永住

専門技術
 （特定技能含む）

技能実習
前年61%増 

前年39.5%増 

前年20.6%増 
前年14.1%増 (内、特定技能49%増)

図1. 国籍別外国人労働者の割合 図2. 在留資格別外国人労働者の割合
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専門技術
 （特定技能含む）

約71.9万人

約47.1万人

約8.6万人

約62.9万人
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A. 韓国･日本農村の多文化事情
3. 韓国の農村における外国人労働者
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■雇用許可制MOU16ヵ国の中、少数業種特化国
：ベトナム、タイ、カンボジア、ミャンマー、中国、ネパールのみ
：選抜基準＝TOPIKの成績低い順・女性が多い（農業、人気無い）

※製造業の移住労働者女性の割合は5.6％、
農畜産業の移住労働者の女性の割合は33.3％（2017年末）

■勤労基準法63条：例外勤労者(農業労働者)→前近代的・人権侵害的
→失踪・非正規滞在化、深刻 ※農業失踪率：10.7％（08年）→19.3％（13年） 

※週52時間超過勤労：1日(x)/1週間(o)、1週限度:12時間（2023.12～） 
→「勤務先追加制度/2009」「誠実勤労者再入国就業制度/2012」導入

※失敗理由＝農場主が利用を遠慮（戻らない恐れ心配）

3. 農村における外国人労働者
（2）勤務先追加制

【1】雇用許可制 (2003年)

【2】勤務先追加制 (2009年)
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■「農畜産漁業標準勤労契約書」制度（2015年10月導入）
：農繁期と農閑期に応じて労働時間、休日、賃金の支払い形態

→協議により別に定める制度（製造業と違う形態）

■「季節勤労者制度」示範運用（2015年10月導入）
   自治体が法務部に申請→短期就業C4付与

①自治体がMOU都市に90日内受入れ
→自治体数が拡大中：21(2017)→42(2018)→124(2023)自治体

②結婚移民者の親戚を選抜（失踪率：1.9%）
③国内：留学･語学研修･文化芸術･求職･訪問･同居ビザ等→季節勤労、可能

※自治体数拡大、期限も拡大： 3ヵ月→5ヵ月→最大8ヵ月
  ■未組織短期訪問型：旅行社、観光ビザ入国→30日間：集中労働→帰国
  ■組織的長期滞在型：農繁期だけ、農閑期→工場･食堂に派遣（タイからが多い）

※『不法ではなければ農業業ができない現実
【急求】移住労働者、不法を買う』
MBC時事企画「窓」第351回(2021.11.12)
https://www.youtube.com/watch?v=JvPVMY8FxLA

3. 農村における外国人労働者
（3）季節勤労者制

【3】季節勤労者制 (2015年)
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■雇用許可制の定着期（2005~2012）
①特別韓国語試験制度の導入（2011年）②誠実勤労者再入国特例制度導入（2012年）

→国内産業構造の多様化や雇用の二極化などに対処

■雇用許可制の変化期（2013~ ）
①熟練技能居住F-2-6資格の導入（2008年 / 4年以上単純労働→技術技能資格：居住）

特定活動E-7-1資格の導入（2011年 / E-7滞在期限3年～5年）

②熟練技能人材点数制E-7-4の導入（2017年/ 農林畜漁業、製造、建設の熟練技能）

→熟練技能人材需要の増加・労働需要の質的変化に合わせて
雇用許可制度の緩和模索

：TOPIK3級以上･社会統合プロ4段階以上→家族同伴、5年後永住権

：熟練度･学歴･年齢･TOPIK：72↑/200点、年1,000名 →2年毎更新･永住権、長期滞在家族同伴

3. 農村における外国人労働者
（4）熟練技能人材点数制

【4】熟練技能人材点数制(2018年)
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■農業移住労働者用の住居空間改善
①2024年末まで→寄宿舎建立（10ヵ所）+ 2026年まで→追加（10ヵ所）
②農地法を改正→農業人住宅の面積拡大→農業労働者の宿所に

■農業移住労働者拡大 ①雇用許可制(E-9)：2023年(50,554名)→2024年(61,631名)
                         ②季節勤労者：2023年(35,604名)→2024年(45,631名)

※公共型 季節勤労（農協が雇用･供給）：1か月未満
：2023年(19ヵ所)→2024年(70ヵ所)→2027年(130ヵ所予定)

■地域特化型ビザモデル事業 
①実施主体：人口消滅地域 自治体 ②対象：地域優秀外国人（TOPIK/学歴/所得/遵法）
③待遇･意味：家族招待 居住ビザ(F2)変更可能、「農村の担い手」として認定、まだ限界

3. 農村における外国人労働者
（5）公共型季節勤労者制、（6）地域特化型ビザモデル事業 

【5】公共型季節勤労者制 (2022年)

【6】地域特化型ビザモデル事業 (2022年)
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A. 韓国･日本農村の多文化事情
4. 日本の農村における外国人労働者
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1. 日本の農業と外国人農業労働者

4倍

特定が1万超

2025年2021年
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1. 日本の農業と外国人農業労働者（特定技能の場合）

③

②

①
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２.熊本の外労者：国別･産業別 ■熊本 外国人労働者数
13,013名(2021) →14,522名(2022) →18,226名(2023) →21,437名(2024) 
→24,076名(2025)

ベトナム
41.9% (2018)
45.9% (2020)
44.7% (2021) 

5,814名
39.9% (2022)

5,798名
33.3% (2023)

6,067名
29.2% (2024)

6,259名
25.3% (2025)

6,089名
中国

23.9%(2018)
17.4%(2021) 2,266名
14.0%(2022) 2,039名
10.9%(2023) 1,982名
9.1%(2024) 1,944名
8.3%(2025) 2,002名

 5%(2022)
 5.6%(2023) 1,014名
5.7%(2024) 1,228名
6.8%(2025) 1,6428名

ミャンマー 9.9%(2025) 2,393名
    タイ   1.6%(2025) 395名

 韓国        1.3%(2025) 304名
 台湾        4.8%(2025) 1,149名

農業林業
30.6%(2018)
26.6%(2021) 3,465名
26.4%(2022)
25.3%(2023) 4,616名
24.1%(2024) 5,167名
22.7%(2025) 5,471名

建設業
9.2%(2018)
9.3%(2021) 1,205名  
9.0%(2022)
9.1%(2022) 1,667名

10.1%(2024) 2,175名
10.7%(2025) 2,568名

製造業
29.7%(2018)
28.2%(2021) 3,667名
27.9%(2022)
29.6%(2023) 5,398名
28.3%(2024) 6,063名
27.9%(2025) 6,709名

熊本県 産業別 外労者数 
(2018, 2020, 2021, 2022, 2023, 2024, 2025年)

7.3%(2022)インドネシア 
11.2%(2023) 2,033名
13.5%(2024) 2,890名
16.2%(2025) 3,911名

インドネシア 

■医療福祉 8.4%
(2025) 2,030名

■宿泊飲食 6.6% 
(2025) 1,589名

■御売小売 10.7% 
(2025) 2,582名

ネパール

13.7%(2018)フィリピン
13.9%(2021) 1,810名
14.4%(2022) 2,088名
14.9%(2023) 2,721名
14.8%(2024) 3,162名
14.7%(2025) 3,544名

①

⑤

④

③

②
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■県別の農業・外国人労働者雇用
・茨城県（常雇の50%）→長野県（30%）：2県が全国の33%

：日本人の常雇も増加（茨城、愛知、千葉、長野）

■農業関連「特定技能」増加率(技能実習：特定技能）
2021₍24,522：6,232₎, 2022₍27,318：16,459₎,2023₍30.171 ：23,861₎

■農業関連「特定技能1号」外国人農業関連(2024年)  ⑨福岡：   927名
 ①茨城：3,879名 ②北海道：3,353名 ③長野：2,267名 ④熊本：1,983名

3.県別･熊本県の外国人農業就業者

八代 農林業
80.7% (2020)
73.5% (2021)
72.9% (2022)
73.7% (2023)
74.4% (2024)

玉名 農林業
43.4% (2020)
39.9% (2021)
43.3% (2022)
38.8% (2023)
37.3% (2024)

玉名 製造業
(2021)42.8%
(2022)37.2%
(2023)38.3%
(2024)36.4%

阿蘇 農林業
46.7% (2020)
34.8% (2022)
30.9% (2023)
29.7% (2024)

熊本県 産業別(市町村) 外労者数 
(2020, 2021, 2022, 2023, 2024年)

阿蘇 飲食サービス
18.7% (2020)
22.9% (2022)
27.9% (2023)
23.4% (2024)

熊本県 外国人の増加率(「総務省」2024.1.1) 

■熊本県 総人口：▲0.57%、
■熊本県 外国人：増加率24%（全国最大）

(2024年7月27日、熊日新聞)

②

①

①

熊本県 市町村別外国人労働者数(2024年)

55.8%：44.2%
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B. 参考になる他県の事例
①愛媛県 無茶々園
②香川県 Farmers’協同組合



愛媛県西予市明浜町狩江地区
せいよ あけはま かりえ

22

事例①  無茶々園
©無茶々園
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1. 技能実習生、アジア農民との連帯

■技能実習生、受け入れ
■2003年から、ベトナム･ダクラック省などから
■研修生→技能実習生、100名以上
■地域活動・運動会に参加、地域コミュニティーの一環

：狩浜地区を維持する不可欠な存在

事例①  無茶々園

■柑橘栽培（110ha）高齢化
■愛媛県 西予市明浜町：高齢化率53%

ダクラック省

©無茶々園

■技能実習生問題、解決方法
■無茶々園など、全国の有機生産者から学ぶ
■ベトナムに、日本と同様の産直システム構築
■帰国して、農業を基盤とした生産活動
■日本とのネットワーク活用、輸出

：アジア農民との連帯
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2. ベトナム、Farmers Union Venture農場実習
事例①  無茶々園

■FUV役割
■面接に合格した実習生

：FUVで、2ヵ月間の農場実習
■信頼関係を築く

：渡航後に起こる問題解決をし易く
：失踪を防ぐ最大の防衛策

■組織・協⼒する訓練
：時間厳守・体調管理・整理整頓・

報告・連絡・相談等理解
■規則正しい生活・健康

■言語習得
■農場での日本語学習

→実際の仕事や生活で使う日本語学習
■農業単語の学習を開始

→日本語試験の合格

©無茶々園
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連携

㈱FUV
農場実習･帰国後支援

①㈱HOAN CAU TRAINING
②㈱アードン⼈材サービス

農場実習･帰国後支援

③国際コラボ
監理団体

協同組合GOF等
外国人機能実習生受入団体送出

帰国支援

派遣

目標：
日本で有機農業技術を学ぶ
→帰国後、Vietnamに普及
→地域活性化。
→FUV：帰国後の農場用意

3. FUV技能実習生：送出･受入 システム
事例①  無茶々園

©無茶々園、再作成
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㈱FUV

④ラウクィベトニャット社
Rau Cuoi Viet Nhat

③ブンフォンナム社(VPN)
Vuon Phuong Nam

②ニコニコ野菜農場
Nico Nico Yasai

①フックアン農場
Rau Sạch Phước

Vietnam Farmers Union（仮）

生産工程管理

販売partner(代理店)との連携

Vietnam市場へ
⑤高島屋・EaonMall・Emartなど

無農薬野菜･果物 無農薬野菜

日本の産直モデル
移譲取り組み実験

・生協ないVietnam
・ホーチミン市内

：高級Mall中心
販売実験中

・Cold Chain整備必要
：課題まだ多い。
：野菜価額、日本並

4. Farmers Union Venture販売部門
事例①  無茶々園

©無茶々園、再作成



27

■生産者：世界最大の胡椒産地ダクラク省の省都
バンメトート市中心(FUVの所在地)に、
30 名ほどの胡椒農家と強い関係を築く
→ 全生産工程が明確な管理体制構築。

5.FUV胡椒輸出：生産者･帰還技能実習生

■帰国技能実習生：日本の関連農場で技能実習生
：3 年間の実習を終えて帰国後、実家の農場で、
：技能実習経験を活かせる仕組みを作っている。

■ダクラク省出⾝の帰国実習生：家族が胡椒農家
：現在は彼らと連携、深いコミュニケーション
：安心できる生産体制の構築を進めている。

■タンタン胡椒農場：ダクラク省バンメトート市内
：2015年、FUV から⿅児島県池平農産で実習

タンタン→ダクラク省バンメトート市内で、
両親と共に胡椒や果樹中心に生産する農場

：年間約2t収穫（6000 ㎡に650 本の胡椒の樹）
：FUV が生産管理を行い、日本へ輸出。
：代表者＝タン タン

事例①  無茶々園

©無茶々園
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1. 香川、ラオス･カンボジア農民連携

■カンボジア、現地法人 設立 (2014年)
■技能実習生の金銭負担の軽減
■効果的な事前準備（選考・語学研修・農業実習）
■技能実習生の戦略的登用

事例②  Farmers’ 協同組合

■2008年設立、技能実習生 約200名
■耕作･施設園芸･果樹･養豚･養鶏･酪農：39戸(全58戸)
■ラオス(86名)･カンボジア(87名)他、計186名 (2019.5)

※ JiPFA 第１回地方創生分科会 事例紹介②（近藤隆, 2019）参照

■LAOS帰国
技能実習生
：定期的訪問
：農業技術指導

■カンボジア 日本語研修風景

■Farmers’ Co-op
近藤隆 代表

©JITCO

■ラオス、シェンクワン県 産地形成 (2017年)
■モン族の居住地域で帰国技能実習生へ農業支援
■高冷地のため日本の温帯果樹が栽培可能
■優良品種の果樹の普及･販売を目指す

©JICA
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2. ラオス現地農業法人と香川の農園

事例②  Farmers’ 協同組合

■㈱近藤農園（Farmers’協同組合の設立企画） 
■レタス、ブロッコリー、青ねぎ等（露地野菜）生産
■4社＝㈱近藤農園、㈲やさい畑、㈲めぐみ、㈲まっ赤なトマト工房
■50ha圃場、トラクター５台、売上高＝約9000万円  
■技能実習生：カンボジア3名･ラオス4名･フィリピン1名

→ 機械作業(日本人)・手作業(技能実習生)
■Farmers’協同組合(敷地内) Staff＝留学経験 外国人多数

※ 『野菜情報』(香月敏孝, 2019.3) 参照

■技能実習の様子(香川県)
    ＠Farmers’協同組合 会員農園

■JICA、ラオス現地農業法人、オール香川
■JICA(技術協力)→ラオス農業森林省→県農業局の監督
■ラオス現地農業法人：集荷･苗木生産販売･技術指導
■ラオス現地農家：果樹･野菜･ニンニク種子の生産

：帰国技能実習生･現地農民 → 就農(農家)･就職(法人)
■オール香川(ラオスへ)：専門家派遣･栽培指導･投資財政支援

：Farmers’協同組合→技能実習生･良質種子の確保
※ JP-MIRAI 共同事務局 (2022.6) 参照

©JiPFA (JICA)

©JITCO

■地域 技能実習生(香川県) ボーリング大会
＠Farmers’協同組合 会員農園

©JITCO
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C. Local FairTrade 3類型
①EU型 Local FT
②北米型 Domestic FT
③韓国型 Local FT



■FairTrade：南側から、北側の農業も
■現在、Franceで毎週200個の農場が消える。
■France(北側)農業でも、FairTradeが必要。
■Fair価格保証：生産費用基盤の価格

31
https://youtu.be/waSCShSiRwI

フランス 有機農業 
Fair Trade ラベル

ラベル付着 農産品群 

■France 有機農業 FairTrade
■約5,000小農(34個 農業グループ)、

  ＋ 46個 有機会社で構成（2022年）
    ■ラベル、2020. 7. 誕生

■ベルギーFairTrade連盟、報告書
■FairTrade Town、200個のベルギー
■最近、FairTradeは 南の専有物ではない

”フェアトレードは、南と同様に北でも
   生態学的･社会的転換のための手段”

①EU型 Local FairTrade

https://youtu.be/waSCShSiRwI
https://youtu.be/waSCShSiRwI
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①EU型 Local FairTrade
ローカル・フェアトレード in EUs

：優れた実践から公共政策まで
WFTO europe+FTAO：ストラスブール欧州議会（2023.6.13）

■長期的な食糧安全保障とEUの農業・農産物の価
値チェーンの回復力には、地域のの食糧生産の
社会的、環境的、経済的持続可能性に取り組む
ことが必要です。

■これは、 アグロ･エコロジー(農業生態学)実践への
移行を支援する政策を含める

■気候変動、生物多様性の損失、その他の環境被
害に対する EU 農業の寄与に取り組む。 

■移民労働者の労働条件、 
■農業バリューチェーンで働く人々の生活賃金と

生活収入へのアクセス。 
■小規模農家が受け取る持続可能な価格、および

小規模農家と企業へのグリーン移行支援の優先
順位。 

①Farm to Fork (F2F) ②Common Agricultural Policy (CAP) 



■米国・カナダ Domestic FairTrade
■農民･農業労働者･小売/流通/製造/食品仲介業者
■2008年、農業supply chain全体が参加

■結成背景 ⓪北側も、南側も同様に生産者が疎外
①小規模農家が倒産する中、大規模農会社は繁栄
②消費者は多く支払い、農家は少なく受け取る。
③農業労働者は、Fairな賃金と基本的権利から外れ、

その多くは南側から来ている農民
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“有機認証は、労働者の福利厚生に対応していない”
   Domestic Fair Tradeは、
  消費者が ■健康的で持続可能な食べ物だけでなく、

 ■Fairな食べ物を選択できるよう支援する。

■国際フェアトレードの伝統的な原則を、
→Domestic, Regional, Local経済圏に適用

■目標は、
①家族規模の農業を支援
②農民主導性(農業協同組合など)強化支援
③農業労働者にFairな労働条件を確保

   ④Fairな小売･流通業者、消費者と結付

■国際FairTradeと基本的な価値を共有
■原則：①Health ②Justice ③Sustainability

②北米型 Local FairTrade
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③韓国型 Local FairTrade

■「より大事なチョコレット」
：FairTradeカカオ＋ Local京畿道DMZ長湍大豆
：自治体（京畿道）設立、社会的企業「京畿道株式会社」

■Global Fair Trade農産品
：カカオ・キャシューナッツ等

■Local 環境にやさしい農産品
：ジャガイモ・大豆・お米など

Local Fair Trade 産品

■黄色チョコ：京畿道･利川･ジャガイモ＋ FairTradeカカオ
■ピンクチョコ：京畿道･坡州･長湍大豆＋ FairTradeカカオ
■緑色チョコ：京畿道･驪州･お米＋ FairTradeカカオ

■ FairTrade キャシューナッツ(Vietnam Phước Hưng)
    ＋ Local 親環境 長湍大豆（京畿道DMZ）

                                           キャシュー豆乳Local Fair Trade 

■ Fair Trade チョコレット（Peru）
＋ Local 親環境 五穀（京畿道･楊平）

  ：玄米･もち米・麦・全粒粉,きび
 EQUAL チョコレット
 五穀 クランチLocal Fair Trade 
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Local FairTrade：熊本モデル
①多文化共生共創 農産品
②環境にやさしい 農産品

EU型 北米型 韓国型 熊本モデル

？

Local Fair Trade
ラベル認証

（京畿道）
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D. Local FairTrade
：熊本モデル

③多文化農園訪問交流
  ･熊本市 FairTrade Marche出品

【事前点検】Local Fair Trade
 ラベル認証
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FairTrade研究会 事前点検
：多文化農園･市主催FTマルシェ

①多文化農園に訪問･交流：留学生通訳 
②熊本市主催FTマルシェ：農産品出品

FairTrade研究会の学生･留学生
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1. Local FairTrade 認定
①多文化共生農家
②多文化食堂･SDGs会社

ラベル認証
規格外品流通
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2.多文化食堂事前調査
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DAS
NPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Rr7AnT5sc8DASNPI5Ne029bVJ0Nog2Hd/edit?rtpof=true#gid=277735561
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1. 韓国料理屋 2. 中国料理屋41店舗以上 38店舗以上
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3. ベトナム料理 4. タイ料理屋 15店舗以上12店舗以上
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5. 印度ネパール料理 6. スリランカ料理 12店舗以上45店舗以上
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7. インドネシア･パキスタン･フィリピン料理 8店舗以上
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